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(54)【発明の名称】 内視鏡の鉗子栓

(57)【要約】
【課題】通常状態及び処置具が通過する際のいずれの場
合もシール性がよく、しかも通過する処置具に対する滑
りがよくて、処置具を腰折れなしにスムーズに通過させ
ることができる内視鏡の鉗子栓を提供すること。
【解決手段】柔軟性があって閉鎖膜１１より摩擦係数の
小さな材料からなる筒状部材１３をスリット１２に挿通
配置して、筒状部材１３の両端は閉鎖膜１１の表裏両側
において各々開口し、スリット１２に挟まれた中間部分
は潰されて閉塞した状態になり、筒状部材１３内に処置
具１００が挿通されることにより、筒状部材１３の中間
部分がスリット１２と共に押し開かれるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の処置具挿通チャンネルの入口部分
を塞ぐように配置された弾力性のある材料からなる閉鎖
膜にスリットが形成された内視鏡の鉗子栓において、
柔軟性があって上記閉鎖膜より摩擦係数の小さな材料か
らなる筒状部材を上記スリットに挿通配置して、上記筒
状部材の両端は上記閉鎖膜の表裏両側において各々開口
し、上記スリットに挟まれた中間部分は潰されて閉塞し
た状態になり、上記筒状部材内に処置具が挿通されるこ
とにより、上記筒状部材の中間部分が上記スリットと共
に押し開かれるようにしたことを特徴とする内視鏡の鉗
子栓。
【請求項２】上記筒状部材の中間部分に軸線と平行方向
に切れ目が形成されていて、上記筒状部材が上記スリッ
トに挟まれて潰された状態のときに上記切れ目部分で折
り返される請求項１記載の内視鏡の鉗子栓。
【請求項３】上記筒状部材が、柔軟性のある発泡フッ素
樹脂によって形成されている請求項１又は２記載の内視
鏡の鉗子栓。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルの入口に配置される内視鏡の鉗子栓に関
する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の鉗子栓は、処置具が使用されな
い通常の状態において体内汚液等が噴出しないように処
置具挿通チャンネルの入口部分をシールし、処置具挿通
チャンネルに処置具を挿脱する際には、入口を開閉する
ための操作を必要とせず、処置具挿脱により体内汚液等
が噴出しないようシールするものでなければならない。
【０００３】そこで一般に、内視鏡の鉗子栓は、内視鏡
の処置具挿通チャンネルの入口部分を塞ぐように配置さ
れた弾力性のある材料からなる閉鎖膜に、通常は閉鎖膜
の弾性により閉じた状態を維持して、そこを通過する処
置具により弾力的に押し開かれるスリットが形成された
構成になっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のような
特性を有するためには、閉鎖膜は相当に弾力性に富む材
料によって形成する必要があり、その結果、スリットの
表面は摩擦係数が大きくて滑りが悪く、処置具がスリッ
トを押し広げながら押し込まれて行く際に腰折れを起こ
して破損する原因の一つになっていた。
【０００５】そこで本発明は、通常状態及び処置具が通
過する際のいずれの場合もシール性がよく、しかも通過
する処置具に対する滑りがよくて、処置具を腰折れなし
にスムーズに通過させることができる内視鏡の鉗子栓を
提供することを目的とする。
【０００６】
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【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の鉗子栓は、内視鏡の処置具挿通チ
ャンネルの入口部分を塞ぐように配置された弾力性のあ
る材料からなる閉鎖膜にスリットが形成された内視鏡の
鉗子栓において、柔軟性があって閉鎖膜より摩擦係数の
小さな材料からなる筒状部材をスリットに挿通配置し
て、筒状部材の両端は閉鎖膜の表裏両側において各々開
口し、スリットに挟まれた中間部分は潰されて閉塞した
状態になり、筒状部材内に処置具が挿通されることによ
り、筒状部材の中間部分がスリットと共に押し開かれる
ようにしたものである。
【０００７】なお、筒状部材の中間部分に軸線と平行方
向に切れ目が形成されていて、筒状部材がスリットに挟
まれて潰された状態のときに切れ目部分で折り返される
ようにすると、周辺部分の密着性が向上する。
【０００８】また、筒状部材が、柔軟性のある発泡フッ
素樹脂によって形成されていると、全体に密閉性が向上
する。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は内視鏡を示しており、可撓管によって
外装された挿入部２の基端が操作部１の下端に連結され
ている。
【００１０】挿入部２内に挿通配置された処置具挿通チ
ャンネル３の先端は挿入部２の先端において外部に開口
し、処置具挿通チャンネル３の入口に配置された鉗子栓
１０が、操作部１の下端部分から斜め上方に突出してい
る。
【００１１】図１は、鉗子栓１０を示しており、鉗子栓
１０は弾力性のあるゴム材等によって栓状に形成され
て、処置具挿通チャンネル３の入口部分に設けられた取
付口金３０に着脱自在に取り付けられている。
【００１２】鉗子栓１０の内部には、処置具挿通チャン
ネル３の入口部分と外部との間を閉塞する閉鎖膜１１が
一体成形されていて、その閉鎖膜１１には、－状のスリ
ット１２が例えば剃刀等によって切れ目状に形成されて
いる。
【００１３】そして、柔軟性があって閉鎖膜１１より摩
擦係数の小さな材料からなる筒状部材１３が、処置具の
挿脱方向に軸線を向けて、スリット１２に対して直交す
る状態に挿通配置されている。
【００１４】筒状部材１３を形成する材料としては、例
えば、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリ
三フッ化塩化エチレン（ＰＣＴＦＥ）、四フッ化エチレ
ン－六フッ化プロピレン共重合体（ＦＥＰ）、エチレン
－四フッ化エチレン共重合体（ＥＴＦＥ）、又は四フッ
化エチレン－パ－フルオロアルキルビニルエーテル共重
合体（ＰＦＡ）等のようなフッ素樹脂、又はポリエチレ
ン（ＰＥ）等を用いることができ、滑り摩擦係数が、ゴ
ム材と比較して、ＰＴＦＥでは数十分の一、他の材料で
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も数分の一になる。
【００１５】筒状部材１３は、素材としては図３に示さ
れるように単純な円筒状、又は図４に示されるように中
間部分がやや窄まった円筒状等であってもよい。そして
筒状部材１３は、中間部分がスリット１２によって挟み
付けられることにより、図５に示されるように中間部分
が潰されて閉塞した状態になり、両端は素材のままの円
形を保っている。
【００１６】このように構成された内視鏡の鉗子栓は、
通常は図１におけるVI－VI断面を示す図６に示されるよ
うに、スリット１２で挟まれて潰された筒状部材１３の
中間部分が閉鎖膜１１の弾性により圧迫されて閉塞した
状態になっており、体内汚液の漏れ出しが発生しない。
【００１７】そのように良好な密閉状態を得るために
は、柔軟性のある発泡フッ素樹脂（例えば、商品名「ゴ
アテックス」等を用いるとよい。なお、筒状部材１３の
外面側に隙間が発生しないように、スリット１２の長さ
を設定しておくとよい。
【００１８】そして、図７に示されるように筒状部材１
３に処置具１００が通されると、筒状部材１３の中間部
分が処置具１００によってスリット１２と共に押し開か
れて、処置具１００が鉗子栓１０を通過する。
【００１９】すると、その時の状態のVIII－VIII断面を
図示する図８に示されるように、処置具１００の外周面
と筒状部材１３の内面との間に生じる隙間は極めて小さ
いので、体内汚液の漏れ出しは殆ど発生せず、処置具１
００を引き抜けば、再び筒状部材１３が閉塞した元の状
態に戻る。
【００２０】このようにして鉗子栓１０に処置具１００
を挿脱する動作において、上述のように筒状部材１３と
して閉鎖膜１１より摩擦係数の小さな材料が用いられて
いるので、通過する処置具１００に対する滑りがよく、
処置具１００を腰折れなしにスムーズに通過させること
ができる。
【００２１】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば図９に示されるように筒状部材１３
の中間部分に、軸線と平行方向に切れ目を形成してもよ
い。この実施例においては、一対の切れ目１４が１８０
°対称位置に形成されている。
【００２２】そして、スリット１２部分の平面断面図で
ある図１０に示されるように、筒状部材１３がスリット
１２に挟まれて潰された状態のときに切れ目１４部分で
折り返されるように配置することにより、筒状部材１３
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を単体で図示する図１１にも示されるように、筒状部材
１３の端部が歯切れよく折れ曲がって、周辺部分の密着
性が向上する。
【００２３】
【発明の効果】本発明によれば、柔軟性があって閉鎖膜
より摩擦係数の小さな材料からなる筒状部材を閉鎖膜に
形成されたスリットに挿通配置したことにより、通常状
態及び処置具が通過する際のいずれの場合もシール性が
よく、しかも通過する処置具に対する滑りがよくて、処
置具を腰折れなしにスムーズに通過させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓の縦断
面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の外観図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓の筒状
部材の素材の単体の斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓の筒状
部材の素材の他の例の単体の斜視図である。
【図５】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓の筒状
部材の単体の斜視図である。
【図６】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓のスリ
ット部分における平面断面図（図１におけるVI－VI断面
図）である。
【図７】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓に処置
具が通された状態の縦断面図である。
【図８】本発明の第１の実施例の内視鏡の鉗子栓の図７
におけるVIII－VIII断面図である。
【図９】本発明の第２の実施例の内視鏡の鉗子栓の筒状
部材の素材の単体の斜視図である。
【図１０】本発明の第２の実施例の内視鏡の鉗子栓のス
リット部分における平面断面図である。
【図１１】本発明の第２の実施例の内視鏡の鉗子栓の筒
状部材の単体の斜視図である。
【符号の説明】
３  処置具挿通チャンネル
１０  鉗子栓
１１  閉鎖膜
１２  スリット
１３  筒状部材
１４  切れ目
１００  処置具
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